



































系は2.5％（2015年推計値）である（Statistics South Africa 2015, 2.5）。
2）南アフリカで行われた最新の国勢調査は2011年であるが，この時には宗教・信仰に関する質問は使
用されなかったため，2001年の数値を引用している。
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ハウテン州と東部のクワズールー・ナタール（KwaZulu-Natal: KZN）州に住み
（Vahed and Jeppie 2005, 253），9割以上が英語を第1言語としている。インド
亜大陸に住む親族との関係を維持している人は少ないが，第2言語ではウルドゥ
ー語（Urdu, 59％），グジャラート語ないしメーモン語（Gujarati or Memon, 28％），
タミール語（Tamil），コンカニ語（Koknee），テレグ語（Telegu）などが挙げられ，
祖先の出身地は多様である（Vahed 2000a, 28; 2000b, 44-45）。また，インド系
人口に占めるムスリムの割合は24.6％と4人に1人で，インド系のなかでもムス






のインド独立運動につながったことは有名である（Bhana and Pachai 1984; 













のリボニア裁判の被告には，複数のインド系の活動家が含まれていた（Le Roux and Davis 2019, 
Chap. 4）。民主化後のマンデラ内閣の下では数多くのインド系閣僚が誕生した。
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2009, 73），40％以上が女性ないし少女で（Peberdy 2009, 41），約9割はヒンド


































っての重要行事であり続けたとされる（Vahed 2009, 74-75, 86; Meer 1969, 201）。
7）1850年 に イ ン ド で 誕 生 し， 本 名 をShah Goolam Mohamed（ 文 献 に よ りMahomed Ebrahim 






























































1987, 195-199; Bhana and Pachai 1984, 111-148; Klotz 2013, 95, 108）。
　ガーンディーの帰国後も，人種隔離の進展に反対するため，1923年には商人










ムスリム内部の連帯を阻んでもいた（Vahed 2009, 78; Khan 2009, 90）。
　そのうえ，政府との交渉による成果も限られていた。1943年にはダーバンに
おいて白人が多い地域へのインド系の進出を制限するため，白人とインド人の間
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での不動産取引を3年間禁止するペッグ法（Pegging Act）が制定された。その後
1946年にはアジア人の土地保有およびインド人代表法（Asiatic Land Tenure 
and Indian Representation Act）が制定され，インド系による土地の所有が厳し
く制限され，居住地区や商業活動を営むことのできる地域が限定された（Bhana 

























（Communist Party of South Africa）のような政治組織に参加し，反アパルトヘイト闘争に身を
ささげた人がいる（Vahed 2012; Meer 2017）。















する地区に開設された（Tayob 1995, 92-95; Vahed 2009, 83-84）。高等教育に
ついても，1956年にはインド系向けの最初の高等専門学校としてM.L.スルタン・
テクニカル・カレッジ（M.L. Sultan Technical College）15）が設立されたが，同
校設立にあたっては，経済的成功を収めたムスリムの元年季契約労働者スルタン
（M. L. Sultan）からの多額の寄付があった。また，1963年に設立されたダーバン・






































































































（Vahed and Waetjen 2015）。

































たことも（Jeppie 2007, 67-71, 85-97），ASCがムスリムの間にそれほど広くは受け入れられなか
った理由であろう。バハーイー教は19世紀中ごろにイラン人により創始された宗教で，シーア派の
要素を含んでいる。しかしながら，教祖の生国イランでは異端視されている（大塚ほか 2002, 774）。





















員が初期の段階にはMYMにも参加していた（Tayob 1995, 106-107; Jeppie 
2007, 105-107）。1970年代にMYMは全国に支部をもつムスリム組織へと発展し，
1986年に本部がケープタウンに移動すると，アパルトヘイトに反対する政治闘
争に積極的に参加する組織へと活動の焦点を変化させた（Tayob 1995, 110, 















マウドゥーディー（Abul A‘la Mawdudi）やエジプトのムスリム同胞団（Society 
of Muslim Brothers）創設者・初代最高指導者であったバンナー（Hasan al-
Bannā），1966年にエジプト政府により処刑されたイスラーム思想家のサイイド・
クトゥブ（Syed/Sayyid Qutb）のような改革主義者の名が挙げられている（Dangor 












タール・イスラーム運動（Islamic Movement of KwaZulu and Natal，後にイス
ラーム・ダアワ運動＜Islamic Dawah Movement＞に改称），ザカートの収集と分










行った（Tayob 1995, 113-114, 120-121）。MYMが始めた事業は後に独立組織
となり，たとえばMYMの医師委員会は，南アフリカ・イスラーム医師協会（Islamic 
Medical Association of South Africa: IMA-SA, 1981年結成）として国内外の貧し
い地域で医療ミッションを実施するようになった24）。
　MYMのトランスナショナルなムスリム組織とのもうひとつの重要なつながり
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MYMの一般のムスリムへの影響も限定的なものであった（Tayob 1995, 123; 

























と主張した（Vahed 2000a, 29; 2000b, 46; 2003, 315-317; 2009, 92-93）。
　TJ ／デーオバンド学派から批判されたグループは，20世紀後半の南アフリカ
において，スンナ派（Sunni）ないしバレルウィ派（Barelwi/Barelvi）として知
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られる25）。バレルウィ派は，1880年にインド北部のバレーリー（Bareilly）出身







にいたった（Vahed 2000a, 29; 2000b, 46-47; 2003, 317-318; Khan 2009, 94-































































されたイスラーム伝播センター（Islamic Propagation Centre: IPC，後にIslamic 





























の機会を与える重要な場となったのである（Mahida 1993, 88-89; Vahed 2013a, 



















日アクセス。2019年10月15日にダーバンで実施した筆者によるMs Fathima Essack（General 
Manager, Islamic Guidance）へのインタビュー。




























ド系ムスリムによる慈善活動について記したKhan and Ebrahim（2006, 207）に
27）南アフリカで一定の人気をもつ独立教会系のアフリカ・シオニスト教会（African Zionist Church）
の信者の意。
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